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みなさんの身近なところで

いせ昔 はつくつ

遺跡の発掘調査がおこなわれています。

調査現場では毎日新しい発見があります。

歴史調査の最前線をのぞいてみませんか？
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遣赫ってなに？
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「豊かな自然にめぐまれたふるさと熊本､ここには何万年も前
置．｡j，

から､人々が暮らしていました｡私達は､ふだんはこうした祖先

の暮らしを身近に感じることはありません力《地面の中には､人々
1，”・・・

が使っていた道具(遺物)､住んでいた家やお墓といった施設(遺
。う 旱

構)など､さまざまなものが埋もれています｡こうした私達の祖
巨ん , rFき

先の生活のあとを遺跡と呼んでいるのです｡」

構)など､さまざまなものが埋もれています｡こうした私達の祖
巨ん , rFき

先の生活のあとを遺跡と呼んでいるのです｡」
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はっ くつ

なぜ発掘をするの？
ぶつくつ

発掘調査では､昔の生活の様子を探ることが主な目的です

時代ごとに発見される家や道具の変化から､人々がどんな蟇

I

1
らしをしてきたか､進歩のありさまをたどれるのです｡さて、

く

I
発掘によって知られる昔の暮らしの特徴は､自然をうまく自

分の生活に取り入れる点にありました｡たとえば､湿度の高い日本の気候に合わせた風通

Iしのよい家作り､地形や水の便を利用した米作り､そして季節ごとに最もおいしいものを

食べる食生活｡自然のめぐみで生きることは､おのずと自然を尊ぶ心にもつながっていた

皇
はずです｡私達は､科学技術の発展によって便利な暮らしを手に入れる一方､大切なものを

一

鼠つくつ そせん

数多く失いました｡発掘調査は『暮らしの原点』と､自然との調和を大切にする祖先の知恵

’
とを､きっと私達に教えてくれるはずです。

I_____一 ～__》／一二 － －= - －



姪

１
遣
跡
っ
て
ど
の
く
ら
い
古
い
の
？

唱
跡
っ
て
ど
の
く
ら
い
古
い
の

て

圭
罷

前aO001 卸
一
因

１
１

〆
ｄ
）

（

０

涯
塞
、
、

写

字

卓

ロ

二

一

一

一

●

卓

鐸 懸塾饗 凶
一
間

８
０

＝

際･醤
前300､侭職

鍵 弟
ざ

69,

鍵
】
一
面

８
１ 愚愚

､

『へ
40

Lー

職
b

一
》
』 鰹

■■

一

一

一

一 毒

後300 卸‘二
０
０ 齢

､午？．、星

＃§，

乞
￥ 全

へ－

．．4．．

10
凸

鶏Lｰ ’一一一 三

：
§
鋤

‘
翅

‐

絵で見る歴史年表
F蓮”F蓮” I罠四

公

理

四

公

理

”
篭
甥

芯
鐸鐸

1192
き｣君
－1

現代
,･ご
菅

重曹重曹
錘
痙
審
厩
酵
匡

瀞

〈

屋 ＝

・
｛
至
届

＝

８

箒
I

箒ー
Iｰ

＄写､』

罰罰罰
雛
簔

婚
咽
睦

８

８

日

16
匂
一
画

８
８一

一
”
。

一
一
”
。

＃：

Ⅱｌ昨畑拒刈御副佃切袖ｊ

~緋.‘

I 露兎
《
勺
〕

《
勺
〕

鴫II 姪

蕊
2.澱jf勢

別呂

二磯1868

■

鐸

ー

1国

少

我我
０
０

『 龍溌
画

雌
I

１
０



恋恋 はっ くつ

発掘調査って
どうやるの？
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看
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｢発掘はていねいに掘
一÷ー島’一一，一一一一

発掘はていねいに掘づて正確に記録するという､細かな作業の連続です。

また､屋外でおこなう作業のため､夏や冬の調査はとてもたいへんですb」
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1．表土はぎ取り
現代の地層をパワーショベルで

一気に掘ってしまいます
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5写真震
遺構や遺物の様子を

ます撮影し
""%W ‘

じっそく

4．実測
遺構や遺物の大きさや高さを

測って図に表します
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「割れた
1 ．1マコ

この作業は､発掘調玉
ロ÷且止呈－，－－－1－」へ‐

「割れた土器をパズルのように組み合わせて復原します。
1 ．1マコ

の作業は､発掘調査にかかったのと同じくらいの時間がかかります。
，ふ

博物館に展示されている遺物はこのようにしてできあがるのです｡」
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土器についた泥をていねい

に洗い流します窓－割鍔〃 一
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土器のかけらを組み合わせて

もとの形にもどします
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｛
5.博物館での展示
土器などの発掘の成果を博物館

に展示します
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4報告書作成･研究
遺跡の記録を本にまとめ､発表します
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外から見える古墳などをのぞき､地下の遺跡
いごさ

は見ることはできません｡しかし､遺跡のある

場所では､地面をていねいに観察すると､小さ
とさ

な±器のかけらが落ちていることも多いので
い麓き

す｡このようにして遺跡をおおまかに探した

あとで､部分的にため
いごさ

し掘りすることで遺跡

を確かめるのです。

一

<なります｡つまり､土器の年代は､埋まって
らそう

いる地層の年代によって判断されるのです。
どき

土器の出てきた場所が山のように残じてある

のも､地層の深さを確

かめるためです｡なお、
いぶつ

このほか遺物そのもの

の年代を科学的に測る｜
方法もあります。
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も何千年も前のものなの種持ち主が見つかる
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（ 見学や体験発掘をするには ノ
、
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県内各地で遺跡の発掘調査が行なわれています。
L，廿凸 la－j

みなさんが遺跡の見学や発掘の体験をするにはどうしたらよいでしょうか？

1
県庁文化課に連絡

みなさんの家の近

おこなわれている

現場の場所と連絡

教えてもらいます

して、

くで
はつくつ

発掘

先を

。

2．
はつくっ

発掘調査

絡をして、

と時間を

の事務

都合の

約束し

ザ
必
旦

3･
いせさ

準備をして遺跡に出

けま式ルールを守っ

楽しい学習をしてく

さい。

か
宅
だ



夏休みの自由研究に､文化財マップを作ってみてはどうでしょうか。

一

〆 面面 馨鱗会
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地図を準備します。
へ
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謂予
＝一夕

本屋さんで地図を買ったり、自分で

手書きの地図を作ったりします。
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図書館などで地域の遺跡や
文化財の下調べをします。

図書館や地元の教育委員会にある資料
.・さ‐.､ ' 00斗

で､城跡､お寺､神社､石碑､遺跡のある場

所や､めずらしい地名などを調べて､メ

モしておきます。 ノ
一

〆
訂、
lロ ．

実際に歩いて調べてみる。 樋11 角▼
、ざ

地図の場所をくまなく歩いて､文化財を

確かめよう｡スケッチや写真を撮ったり

するほか､おとしよりなどにくわしいお

話を聞いてみよう。
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博物館や資料館に出かけよう

④0
どき

土器作りなどの
体験をしよう

がくげいいん

学芸員に質問しよう展示を見学しよう

どき

土器作りや古代の食べ物

作りの実験など､おもしろ

い活動をおこなっている

ところもあります｡ぜひ参

加してみよう。

博物館には､学芸員と呼ば

れる文化財の専門家がい
どき

ます｡拾った土器や文化財

のくわしい話を聞いてみ

よう。

地域の歴史や文化について、

展示してあります｡メモや

スケッチをしながらゆっ

くり見学してみよう。

郷±熊本の歴史や考古学に関する質問や疑問は、

以下にあげた博物館･資料館や関係施設に問い合わせて見ましょう。また聯お会い
しましょう。

|博物館や資料館のお問い合 Pわせ先

■熊本市立熊本博物館

■山鹿市立博物館

■和水町歴史民俗博物館

■合志市西合志郷土資料館

■城南町歴史民俗博物館

■天亘市立本震睡民俗蹴漉

■天罰立新和厘更民俗博物館

公096-324-3500

公0968-43-1145

公0968-86-4564

公096-242-5555

公0964-28-5962

公O969-23-5353

公0969-46=2115

■八代市立博物館

■玉名市立博物館

■菊池市泗水民俗博物館

■合志市合志歴史資料館

■宇城市小川郷土資料館

■天草市立玉和睦望民俗博柳館

公O965-34-5555

公0968-74-3989

公0968-25-1672

公096-248-5555

公0964-25-5288

公0969-33-1645

P熊本県における考古学関係博物館
そう1,.Eく ‐ i1fか内，

■熊本県立装飾古墳館
い打'でる

〒861-0561山鹿市鹿央町岩原3085
公0968-36-2151 谷0968-36-2120

よ部､F&＄

〒861-0425山鹿市菊鹿町米原443-1
公0968-48-3178袋0968-48-3697

とくむし瞳Iう搬ん‘.E追う1Iい〃八

■鞠智城温故創生館

P出十昂の復原や保管､体験学習などをおこなっている施設

1鼠んかさい』りょうし己

■熊本県文化財資料室
皇うぐ

〒862-0970熊本市渡鹿3-15-12
公096－363－8881 答096－363－8314

Pこのパンフレットについてのお問い合わせ

色メついぐ..j~〕‘i'んかか

■熊本県教育庁文化課 〒862-8609熊本市水前寺6-18-1
公096-383-1111（内線6725）
答096-384-7220

E-mail:bunka@prefkumamo1().lgjp

’
15教委教文

④00.1

熊本県教育委興会


